
一 般 質 問 通 告 書 
平成 ２ ４年 第３ 回 定 例会  №１   

順 位 質 問 者 質 問 事 項 要 旨 
答 弁 を 

求 め る 者  

１  喜 山 康 三 １  Ｔ ＰＰ 対策 に つ いて  (1) Ｔ Ｐ Ｐは 与論 だ け では な く、国 内 の様 々な 産 業を は

じめ 、医療 、保健 、福祉 、運輸 、通信 な ど、各 般に わ

た っ て 私 た ち の 生 活 に 多 大 な 悪 影 響 を 及 ぼ す 危 険 な

協定 だ と言 われ て い るが 、町長 は 、基 本 的な 対 策を ど

う考 え てい るか 。  

町 長 

２  未 来志 向の 政 策 につ い て  (1) 土 地 や資 源の 少 な い本 町 にお いて は 、農畜 産 業 、漁

業共 に その 振興 策 に は自 ず と制 約も あ る が、こ れら の

産 業 振 興 に つ い て は ど の よ う な 未 来 志 向 の ビ ジ ョ ン

を も ち 、 具 体 的 な 対 策 を ど う 講 じ て い く 考 え で あ る

か。  

(2) 観 光 産 業 の 振 興 に つ い て は ど の よ う な 未 来 志 向 の

ビジ ョ ンを もち 、具 体的 な 対策 をど う 講 じて い く考 え

であ る か。  

町 長 

 

 

 

町 長 

３  子 育て 支援 対 策 につ い て  

 

(1) 本 町 にお いて は、島外 で の出 産に 対 す る支 援 や子 育

て支 援 金の 支給 を 行 い 、一 定の 成 果を 収 めて い ると 認

識し て いる が 、さ ら に県 や 国に 働き 掛 け て、持 続可 能

で 説 得 力 の あ る き め 細 や か な 子 育 て 支 援 策 を 新 た に

講じ る こと によ っ て 、「 子 育て の しや す いま ち・与 論

町」 を 発信 して い く 考え は ない か。  

町 長 

２  高 田 豊 繁 １  教 育 振 興 対 策 及 び 若 者 定 住

促進 対 策に つい て  

(1) 現 在、大学 生 等に 貸与 し てい る町 育 成 奨学 金 月額 ３

万円 を 増額 し 、安 心 して 学 業に 専念 で き る環 境 づく り

を支 援 する 考え は な いか 。  

(2) 連 日、新聞 、テ レ ビ、イン ター ネ ット 上で 小・中学

生の い じめ 事件 が 相 次ぎ 、国民 は 等し く 胸を 痛 めて い

ると こ ろで ある が 、本町 に おけ る今 後 の 対策 を どう 考

えて い るか 。  

教 育 委 員 長 

 

 

教 育 委 員 長 



一 般 質 問 通 告 書 
平成 ２ ４年 第３ 回 定 例会  №２   

順 位 質 問 者 質 問 事 項 要 旨 
答 弁 を 

求 め る 者  

２  高 田 豊 繁  (3) 青 年 団活 動は 地 域 の活 性 化に 貢献 す る とと も に、若

い男 女 の出 会い・婚 活及 び 異年 齢交 流 を 促進 す るメ リ

ット が ある こと か ら 、そ の活 動 の充 実の 必要 性 が痛 感

さ れ る が 、 活 動 を 積 極 的 に 支 援 し て い く 考 え は な い

か。  

(4) 近 年 の少 子高 齢 対 策、人 口 減対 策、結 婚促 進 対策 の  

一環 と して 、ま た、Ｕタ ー ンし た若 者 の 定住 化 を促 進

する た め、住宅 情 報 の提 供、就 業支 援、結婚 相 談等 を

総合 的 に所 管・支援 する 部 署の 設置 が 望 まれ る が、そ

の考 え はな いか 。  

教 育 委 員 長 

 

 

 

 

町 長 

２  ふ る さ と 納 税 の 促 進 対 策 及

び燃 料 税の 軽減 対 策 につ い て  

(1) ふ る さ と 納 税 制 度 へ の 協 力 を 全 国 に 向 け て 積 極 的

に情 報 発信 する 一 方 で、納税 者 には クレ ジッ ト カー ド  

での 支 払い が可 能 で ある こ とに 加え 、マ イル や ポイ ン

トが 貯 まる 利得 が あ るこ と を 、本 町の ホ ーム ペ ージ 上

で積 極 的に ＰＲ し て 、税収 の 一層 の確 保 を図 っ てい く

考え は ない か。  

(2) 近 年 のガ ソリ ン や 軽油 の 高騰 は、町 民 生活 や 農漁 業  

振興 の 圧迫 要因 と な って い るが、今 後国・県に 対 して 、

離島 の ガソ リン 税 、揮発 油 税の 軽減 措 置 を強 く 求め て

いく 考 えは ない か 。  

町 長 

 

 

 

 

 

町 長 

３  安 心・ 安全 な ま ちづ く りの  

推進 に つい て  

(1) 台 風 が大 型化 し て いる 傾 向に ある 中 で 、停 電に よ る  

光 回 線 の 不 通 や 携 帯 電 話 の 不 通 が 日 常 生 活 に 大 変 支

障を 来 して いる が、早急 に 関係 機関 と 合 議し 、そ の 解

決・ 善 処を 求め る 考 えは な いか 。  

(2) 近 年、強 大化 し つ つあ る 大型 台風 と 高 潮の 襲 来に よ  

り、墓地 、耕 地及 び 家屋 等 への 被害 が 顕 著と な って い

る実 情 があ るが 、ハ キビ ナ 海岸 と前 浜 海 岸の 防 災対 策

を早 急 に講 じる 考 え はな い か。  

町 長 

 

 

 

町 長 



一 般 質 問 通 告 書 
平成 ２ ４年 第３ 回 定 例会  №３   

順 位 質 問 者 質 問 事 項 要 旨 
答 弁 を 

求 め る 者  

３  町  俊 策 １  観 光の 振興 策 に つ い て  (1) 民 宿 の改 装を 促 進 する 観 点か ら、改 装 費用 の 一定 額  

を超 低 金利 で貸 し 付 け、かつ 、長 期で の 返済 が 可能 な

制度 を つく り、 活 用 して も らう 考え は な いか 。  

(2) 食 の 魅力 を発 信 し て誘 客 増を 図る た め 、超 有名 人 の  

監修 に よる 料理 や 弁 当づ く りを 指導 し 、考案 し てい く

取組 を 支援 する 考 え はな い か。  

(3) 食 の 提 供 を 通 じ て 島 の 食 材 を 島 外 へ Ｐ Ｒ す る 観 点

から 、食 材は で きる だけ 島 内産 を利 用 す るこ と で、そ

の宣 伝 ・生 産促 進 を 図る 考 えは ない か 。  

(4) 観 光 を オ ー ル シ ー ズ ン 化 す る た め の 施 策 の 必 要 性

が痛 感 され るが 、ヨ ロン パ ナウ ル王 国 立「 海・華 族 学

院」（ 仮称 ）を設 立 し、気 象学 基 礎講 座 、ウ イ ンド サ

ーフ ィ ン又 はヨ ッ ト の操 法 講座 、小型 船 舶操 縦 士国 家

試験 取 得講 座 、ス キ ュー バ ダイ ビン グ の 資格 取 得講 座

な ど を 開 設 し て 、 修 了 者 に は 「 ヨ ロ ン パ ナ ウ ル 王 国

海・ 華 族」 の称 号 を 与え る 考え はな い か 。  

町 長 

 

 

町 長 

 

 

町 長 

 

 

町 長 

４  林  敏 治 １  農 業振 興対 策 に つい て  (1) 多 く の 農 家 に 高 齢 化 や 後 継 者 不 足 な ど の 問 題 が あ

るこ と から、農 地の 流動 化 や有 効活 用 の ため 、認 定農

業 者 等 の 担 い 手 に 作 業 受 託 の 集 積 を 図 っ て い く 必 要

があ る が、今 後ど の よう な 対策 を講 じ て いく 考 えで あ

るか 。  

(2) 環 境 保全 型農 業 を 推進 す ると とも に 、特産 品 やブ ラ  

ンド 品 の開 発を 推 進 して い く必 要性 が 痛 感さ れ るが 、

今後 ど のよ うな 対 策 を講 じ てい く考 え で ある か 。  

(3) キ ジ・カ ラス・ア フリ カ マイ マイ 等 が 増え 、将来 農  

作物 の 鳥虫 被害 の 増 加が 予 想さ れる が 、今後 ど のよ う

な対 策 を講 じて い く 考え で ある か。  

町 長 

 

 

 

 

町 長 

 

 

町 長 



一 般 質 問 通 告 書 
平成 ２ ４年 第３ 回 定 例会  №４   

順 位 質 問 者 質 問 事 項 要 旨 
答 弁 を 

求 め る 者  

４  林  敏 治 ２  観 光振 興対 策 に つい て  (1) 経 済 が循 環す る ま ちづ く りを 進め る た めに は、少 子  

高 齢 化 や 人 口 減 少 に 対 応 し た 与 論 独 自 の 観 光 地 づ く

りが 必 要で ある と 痛 感す る が 、町 長は ど のよ う に考 え

てい る か。  

(2) 島 の 多 様 な 魅 力 を 生 か し た 沖 縄 と は 異 な る 与 論 独

自 の 観 光 メ ニ ュ ー と し て は 、 ど の よ う な も の が あ る

か。  

(3) こ れ ま で に 実 施 し た 誘 客 宣 伝 イ ベ ン ト の 効 果 を ど

のよ う に認 識し 、そ の成 果 も踏 まえ た 上 で、今後 南国

ヨロ ン のイ メー ジ ア ップ を 図る ため に は 、ど の よう な

島づ く りを 進め て い く考 え であ るか 。  

町 長 

 

 

 

町 長 

 

 

町 長 

３  防 災対 策に つ い て  (1) 本 町 で は 台 風 や 大 雨 に よ る 農 作 物 へ の 被 害 や 家 屋

の床 下 浸水 、道路 の 冠水 な ど多 くの 災 害 があ っ たこ と

から、今 後早 急 な対 策の 必 要性 が痛 感 さ れる が、どう

進め て いく 考え で あ るか 。  

(2) 台 風・大 雨の 影響 によ り、固 定電 話や テレ ビ など の  

情報 通 信機 器が 使 用 不能 と なり 、ま た、光フ ァ イバ を

導入 し たメ リッ ト も なか っ たこ とか ら 、その 原 因を 追

及し 対 策を 講じ る 考 えは な いか 。  

(3) 台 風 時 に 防 災 行 政 無 線 の 個 別 受 信 機 に よ る 重 要 情

報を 受 信で きな い 地 域が あ るが 、早急 な 改善 の ため の

対策 を どう 講じ て い く考 え であ るか 。  

町 長 

 

 

 

町 長 

 

 

 

町 長 

５  麓  才 良 １  安 心・ 安全 な 防 災の 島 づく  

りに つ いて  

(1) 台 風 １ ６ 号 が も た ら し た 被 害 状 況 を ど の よ う に 分

類・分 析 し、その 復 旧対 策 を官 民そ れ ぞ れに お いて ど

のよ う に計 画し 、具 体的 対 策を どう 講 じ てい く 考え で

ある か 。  

町 長 



一 般 質 問 通 告 書 
平成 ２ ４年 第３ 回 定 例会  №５   

順 位 質 問 者 質 問 事 項 要 旨 
答 弁 を 

求 め る 者  

５  麓  才 良  (2) 今 回 の台 風は も と より 、東日 本 大震 災 の教 訓 を受 け

て 防 災 に 対 す る 町 民 等 の 関 心 が 大 変 高 ま っ て い る こ

とか ら 、安心・安全 な防 災 の島 づく り を 島ぐ る みで 検

討し て いく こと が 望 まれ て いる が、その 方策 を どう 考

えて い るか 。  

町 長 

２  文 化と 観光 の ま ち 興 し につ  

いて  

(1) 島 の 活性 化の 鍵 の 一つ は 、交 流 人口 を 拡大 す るこ と

であ り 、その ため に は 、オ ン リー ワン の 目玉 づ くり が

必要 で ある 。オン リ ーワ ン の目 玉づ く り には 、住 民主

体の 原 則 、地 域ぐ る みの 原 則 、風 土調 和 の原 則 を踏 ま

えて 、町 民一 人 一人 が 、ま た 、農業 、漁 業 、教 育 、福

祉な ど の各 分野 が 絡 み合 っ て、島 が 一丸 とな っ て進 む

こと が 肝要 であ る と 認識 す るが、与 論の 海を メ イン と

しな が らも 、島 の 風 土、 祭 り、 地質 、 地 形等 を 整え、

観光 と 結び つけ た ま ち 興 し、交流 人 口の 拡大 が 望ま れ

るが 、 その 対策 を ど う考 え てい るか 。  

(2) 一 つ の例 とし て 、 ダイ ビ ング 、ド ラ ゴ ンフ ル ーツ 、

与 論 献 奉 を オ ン リ ー ワ ン の 目 玉 づ く り に 活 用 す る 考

えは な いか 。  

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

６  供 利 泰 伸 １  災 害に 強い 島 づ くり 対 策に  

つい て  

(1) 台 風 常襲 地帯 で あ る本 町 にお いて は 、暴風 雨 に耐 え  

られ る 安心・安全 な 家造 り の必 要性 が 痛 感さ れ るが 、

本 町 を 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 り 家 屋 に 対 す る 固 定 資

産 税 率 を 引 き 下 げ る こ と の で き る 特 例 地 区 に す る よ

う 県 に 働 き 掛 け 、 そ の 制 度 化 を 図 り 、 災 害 に 強 い 島

づく り を進 める 考 え はな い か。  

 

町 長 

 


